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Procedures of lndividual Target and Content 












































部科学省)においては，過去 1年間にスポーツ・レクリエーションを行った日数で， i行っていないj と
-164-











































































1)、1・2 1)、3・4 小5・6 中1 中2 中3 高1 声高2
正ツ走(東大雇種京会王目都出議障鮫渇御害極γ種者呂ス目等-ポ)→I 
く体つくり運動> 体力テスト 体力ァスト 体力ァスト 体力テスト 体力ァスト く援上競筏>
走く〈ツ東大陸種京会上目銀出縫偉役場銭飽害樫〉者植目ス目等ポ〉
仲間と協力した運動、 定種目・投諸島種目
用呉を告をった運動 く著書械運動> くボール遼動> く接よ競技> く経上競技> く陸上餓筏> (東京都湾審者スポー
マット運動 ゴロ卓球 定種目・投措車種g 走稜8・投郷種包 走種呂・投話車種§ ツ大会出場種目等)
くゲーム> 績回転・前転 (東京都隊害者スポー (東京都降客者スポー (東京都障害者スボー
1学紛 転がしドッチボール Tポール野球 ツ大会出場種§等) ツ大会出土品種自等} ツ大会出場滋8等) く球筏> く球筏〉 く球技〉
<浮く・泳ぐ運動> ポッチャ ボッチャ ポッチャ
<水遊び> 水泳 ポッチャ く球技> く球妓〉 く球妓>
水泳 ボッチヤ ボッチャ ボッチャ
<ゲーム〉
ポッチャ
く走・跳の運動遊び><走・銚の運動> く陸上運動> く経上競妓> <縫上競技> く陸上競技> く経上競筏〉 く陸上競筏〉 く燈よ餓銭>
かItっこ 泊、けっこ 短距離走 短距総走 短距離走 短距離走 短距離走 短距産量定 短~ê駿:iË
リレー (ヲッチリレー 、折 リレー リレー リレー リレー リレー リレー リレー リレー
り返しリレー) (運動会練習) (運動会練習) (運動会総習) (運動会練習) (運動会総習) (運動会練習) (運動会練習) (運動会練習)
(運動会練習)
<ゲーム〉 く務械i護動〉 <球技〉 く球技> く球筏〉 く体っくり遜動〉 <武道〉 くダンス〉
<器械・器具の運動逃 風船バレーボール マット運動 ゴ口卓球 ゴロ卓球 ゴロ卓球 音やリズムに会わせた 剣道 創作ダンス
2学紛 び> 運動
マット運動(マットのよ く休っくり運動> く表現運動> フロアーバレーボール フロアー1¥レーポール フロアーバレーボール 用具を操作して筋力を
で自由に運動) 用兵を操作した運動 表現 高める滋動
くダンス> く武道>
くゲーム> く体つくり運動> 創作ダンス 剣道
嵐船バレーボール F再呉を操作した運動
くまE'銚の運動遊び><ゲーム> くポールi運動> く陸上競技> く陵上競技> く陸上競妓> く球技> <球技> く球絞>
リズムよく走り続ける サッカー サッカー 持久走 持久走 持久走 サッカー サッカー サッカー
運動 (1、ンドサッカー )
リくズ表ム現ダ運ン動ス> <球技> く球技> く球技> バレーボール{鼠紛} テニス バスケットボールくゲーム〉 パスケットポール サッカー サッカー サッカー {グラウンドテニス)
サッカー{床にj降りて 1¥ドミントン フライングディスク
3学期 手を使ったサッカ一、 <体っくり運動> く休っくり運動> J、ンドサッカー J、ンドサッ力一 f、ンドサッカー Tポール野球 ディスクボウリング

















































































































































小3・4 テー クオー /¥ー ゾー ン内で，走りながらバトンパスをすること。













































(走りながらテー クオ-/¥ー ゾー ン内で)
⑦薗1幸岩の掛け官事聞いγバトンを受け取る手を出すことができる





























































記入日 年 F 日 (記)，者: i 
氏 名 生徒A 生徒B
使用する繍経典(手動/電動/ウォーカー/独歩) 独歩 手動
①②I'r抽次走『ど者Mがが・出してい、:1:.るる亀墨a町孟m皐企・$弘tIL三和Eすj也晶るこ品と主がをでZきEるすこ
【習得】 【特配】 【習得] [特E]



















(走りながらテー クオー 1¥ー ゾー ン肉で) 【習得】 J!聖位】 【官鐸] [特El
@通ta盆:bS量l主DlI.l!盆出ま企E盆出:t:.:ιA1.l!a.iI


















































対象生徒A I 対象生徒 8
【指導の方向性】 I [指導の方向性}
-心身ともに自己理解を深め，自分で試行錯誤し， I .心身ともに自己理解を深め，見通しをもった行動




































































































氏 名 生徒A 生徒B
使用する禰装具(王手動/電動/ウォー カー /独歩〉 独歩 手動
①②命袖次走内t者Mがa出apし企てdい.ti:.る亀曇患吋ιの平a・副ぷ1孟ゑλやすもalkる，こfとhuがをで渡きるすこ
【習得】 【特配] 【習得] 【特配】
歩きなるが仇こら遣と手すはのぎで側たきにるり入すがりる.骨近. ツ
次走者を目標に移動するこ
揮噛『 嘩世剖hd旨埠a幹事1ホ JJ(I.'.J とができる チをぎす とから自走者に近い進路をと
すた る。。指機並びで距離感を確Hlム指した・・・横並ー びで距離感を確飽した後に時差でス告ー し.側 後I、時差でス51ーし.側
方への入り方を練習する。 方(歩へ〈の)入り方を練習する。
(歩()




①②庫定品りな弘が単ら品2バトンを渡すことができる [習得】 【特記】 [習得】 【特配】












(走りながらt.'テ・ー1+ク1オーバーゾーン内で) 【習得】 【特!e】 [習得] 【特犯】




①(走'りながらテー クオ-1¥ー ゾー ン内で) 【習得】 【特記】 【習得] 【特記】
前審理面の掛1+商事剛l、Tパトンを受け取る手を出すことができる 走る際，よ肢でバランスをと 相手が側方から来ることが









{走りながら予ー タオー バー ゾー ン肉で} ム指教師が次走者に入り。 ム指速 教飾が次走者に入り.②次走者の手に/(トンをム必ふことができる 速度を一定にした状態で， 度を一定にした状態で白
r1(手を出して)Jの合図を出 r1(手を出して)Jの合図を出
す練習を繰り返し行う。 す練習を織り返し行う。
①E量般がつまって前走者が減速しないようにス9ー トできる 【習得】 【特l2.l 【習得】 【特記]
-走晶直己 t:.I.i主:tu!白!l:占い 前走者がマークを踏んだヲイ 前走者がマークを踏んだ51イ
-リー ドのタイミングが逮くなって前走者との距般が詰まらないことを意搬する ミングでス告ー 卜することは理 ミングでス告ー 卜することは理
②前走者のかけ声を聞いて輸審・tr.由tAバトンを受け取る手を出すことができる 解しているが，自身のスター
解指ト動し・作・て前いが走る遅者がれと，てマ自しー身まクうの。ス同タ一ー(走り訟がら予ー クオー /¥ー ゾー ン肉で) ムト動作が遅れてしまう。 ム③血孟旦血.iliム1¥トンを受け取ることができる
指いできて・・るい前よる走う時者言にが葉，マかスー恒けク一をにトす準近る備づ。 観葉の確Hl。スター ト準備の言
かけをする。
(，Z骨骨量的宜μ ，:r会計'や次走者との箆縫を踏まえて) 【習得】 【特l2.l 【習得】 【特!el
①全力篠宮監のまま減量Eしないでバトンを潰せるように次走者が手を出す合図を出すことができる 合図を出すことはできるが. 合走図を出す」とはできるが I
-合図が遅くなり近づきすぎるとつまってしまい前走者が減速する 全力で走ると走ることに意 ることに意識が向くと他
-合図が皐すぎると次走者が減速する 織が向き.他の動作が雛し
③(j量次り走訟者がのらテ手ーにタバオトーンバを入ーれゾーるンこと肉がでで)きる ム指- ムの指チに展動@d開作バ沸がすトる鍍ゆンタしをッL使、チ.っ笹川・タッチ③・①パ背ト中ン少をp使チっ，た②リ.レターッ たリレー
に展開する。
①子ークオーパーゾーン内で十分スピードが高まった状態で1¥トンを受けられるようにス慎一トできる 【習得】 [特記] 【習得】 【特記】





指確階課包的坦予を臨す位置を個別に②(走前り走な者がのら予かーけク声オをー聞バいーてゾ官官ーをン見肉なでが)らバトンを受け取る手を出すことができる ム ム し繰り返し練習する.段にスピー ドを上げるよう
③青Ifを見ながらパトンを受け取ることができる 諜題を2量定する。 を2量定する。
I茸晶匝躍が舗~章晶園量が圃量t::.!:.I章晶車障が車白~晶1 [習得】 【特記] 【習得] [特配】
@‘f(g合走河k金民定調図M1雀力t.l者がa者がd謹思Oa@らス〈すE号@宿手ピぎ、書り伝ーる近タ官パドRとオづZ【*トa金ンき走a7をカすt者Caλ】ーやFペがかるれゾ次減とーでるベ禽つ速シパこ者ます肉とトっがシとるでての看で》守し逮罷きませるa置いるを前踏よ走うま省こえZがてR走誠)省裂がする手を出す合図を幽すζとができる
本単元でlま鍛わない 本単元でlま扱わない一 一





























































































































































































































相手のボー ルの奪いどころをかいくぐり前進す [習得状況・身体機能に関する特記) {習得状況・身体機能に関する特記}
ることができる -電動車いす使用 -独歩
-コント司ー ラー 操作で進みながら ト一一 -多少ふらつき有、左部で踏ん
パスを回しながらスペー スをつくったり使ったり 足でボー ルを蹴る 張って走る様子があり、たくさん
する動きでチャンスをつくる -足でボー jレ操作しやすいように 走ると左藤を痛める場合がある
車いすから足台を外してプレー し トー一一 -バランスのとザにくさから、走りな
広がってパスを回してチャンスを作りDFの裏の ている がら片足を挙げてボー ルを蹴って
スペー スをつく -手足が動かしにくいので、ボー 進む(ド1)ブjレ)動作が不慣れだ
ルを織ったり手で、押し出してパス 一 が練習して少しずつできるように
相手のいない方でパスを受ける 。を出すことが難しい ム なっている
攻 -ドリブルはボー ルと一緒に進む -ボー ルを蹴る動作もこれまで経
ことはできるが、進行方向を変え 一 験していない様子、バランスのと撃
相手のいない方にパスをする たりすることは難しい りにくさもありボー ルを蹴っても遠
-転がってくるボ一一jレをコント口一 くへ飛ばないが少しずつできるよ
ルすることに時間がかかる トー一一 うになってきている
前方で、パスを受ける 。-味方から離れ誌がってパスをも 。-ボー ル操作が不慣れで局圏の
らおうとしているが、味方のボー 一 状況を晃ながらプレー しにくし、ル操作が不慣れなため実際にパ -ボー jレlこ集中してしまいがちだ
前方にパスをする スが出てこない様子がある ム が、味方からパスを受けようと勤
ト一一 く意識がでできている
ドリブルして自分でゴー ルを決めようとする 。 。
攻撃方向を根定してボ-)f-.の奪いどころを決め {習得状況・身体機能に関する特記} {習得状況・身体機能に関する特記}
て守ることができる -ボー jレ保持者にプレッシャー を -周りが車いすの生徒たちで本人
かけている味方守備者よりも後方 一 よりもスピー ドがゆつくりなので、
スペー スを作られないようにバランスを保って に位置してカバー を意識している 適切なポジションをとらなくてもカ
守る 様子も見られる 1¥ーできてしまう
-電動車いすの速度がゆつくりの ト一一 -ボー ルを追いかける意識が強く、
チエレンジ&力パー で守る 。ため、スピー ドが早い相手には抜 守りの動きをしている間にボー ル
伊寸A崎 かれてしまう とゴー ルの間で妨害できる位置
ト一一儒 -進行方向を妨害はできるが、手 から外れたりすることがある




















































































関心‘意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
-味方と連携して上手くゴール -自分や仲間のできることを活 -味方とパスを思しながらボー 'OFラインの裏のスペースへ
を決めたり守ったりすることを かして，昧方とどのように連携 ルを保持することができる の走り方を理解している
通じて，できるようになる楽し して DFラインの裏にスペース -味方が走り込むDFラインの -味方とのコンピネー ションで、
さや仲間とともに行う楽しさを をつくったり使ったりして攻め 裏のスペースにタイミングよく 相手守備者を引きつけてDF












関心・意欲・態度 思考・半IJ断 技能・表現 知識・理解
-昧方と連携して上手くゴーjレ -自分や仲間のできることを 'DFラインの裏のスペースに 'DFラインの裏のスペースヘ
を決められることを通じて，で 活かして F 味方とどのように タイミングよく動いてパスを受 の走り方を理解している
きるようになる楽しさや仲間と 連携して OFラインの裏のス けシュートすることができる -味方が抜かれた際にどの位
ともに行う楽しさを味わうこと ペースをついて攻めたり， OF -ドリブルで相手守備者を引 置にいればカバーすることが







関心・意欲・態度 思考 a判断 技能・表現 知識・理解
幽味方と連携して上手くゴール -自分や仲間のできることを 'DFラインの裏のスペースに .OFラインの裏のスペースへ
を決めたり守ったりすることを 活かして，味方とどのように タイミングよく動いてパスを受 の走り方を理解している
通じて，できるようになる楽し 連携して OFラインの裏のス けシュートすることができる .*-) レの進行を妨害するた
さや仲間とともに行う楽しさを ペースをついて攻めたり， OF -フリーな味方にパスを出すこ めには，どこに立てばよいの































-ゲー ム(3対3+2フリー マン， 3対3+1フリー マン)
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